
■植物由来ポリマーの開発

柑橘類の絞りかすに含まれる精油を用いて、接着剤に応用できる硬
化性ポリマーや吸水性ポリマーを開発しています。

■香るポリマーの開発

刺激応答性結合によって、香料を分子骨格に導入したポリマーを開
発しています。酸などの外部刺激を与えることで、香料を徐放すること
ができます。
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研究者から

一言

私は主に高分子合成について研究してきました。石油由来の
高分子合成が主でしたが、最近では植物由来の高分子合成
にも着目して研究を推進しています。私の研究内容に少しで
も興味があればお気軽にご相談ください。有益な情報が提供
できればと思います。
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共同研究を希望する分野：

適用できる製品・分野のイメージ

期待される製品や分野

技術シーズについてのお問合せ、ご相談先
E-mail： renkei-as@yamanashi.ac.jp
Tel：055-220-8758 Fax：055-220-8757

植物由来廃棄物の中から有用成分を見出し、それを原
料としてプラスチックやポリマー材料にすることができま
す。

既存のプラスチックやポリマーに関することに加え、こ
んな機能を持つプラスチックやポリマーを作りたいがど
うしたら良いかなど、お気軽にお問い合わせください。

１． 植物由来廃棄物から機能性材料へ変換できます。

３． プラスチック、ポリマーに関する技術相談が検討
できます。

ポリマー材料を使って、香料などの生理活性物質を
ゆっくりと放出したり、その放出を制御することができま
す。

２． コントロールリリース技術で目的物質の放出制御
が出来るように検討できます。
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